
─ ①A2 ─

第１問 （配点 30）

vmia-main : 2025/5/28(9:14)

数学 I，数学 A
（全 問 必 答）

第 1問 （配点 30）

〔 1〕

（1） a，bを正の実数とする。

1 < x < 1 + aを満たす整数 xがちょうど二つ存在するような aの値の

範囲は

ア < a � イ

である。また，
1
3

< x <
1
3

+ bを満たす整数 xがちょうど二つ存在する

ような bの値の範囲は

ウ

3
< b �

エ

3

である。

（2） p，qを実数とし，p < qとする。

p < x < q を満たす整数 xがちょうど二つ存在するための必要条件は

オ である。

オ については，最も適当なものを，次の ～ のうちから一つ選べ。

0 < q − p < 2 0 � q − p < 2 0 < q − p � 2

1 < q − p < 3 1 � q − p < 3 1 < q − p � 3

2 < q − p < 4 2 � q − p < 4 2 < q − p � 4

（数学 I，数学 A 第 1 問は次ページに続く。）

— 1© 2 —

（数学Ⅰ，数学Ａ第１問は次ページに続く。）
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─ ①A3 ─

第１回A 数学Ⅰ，数学Ａ

vmia-main : 2025/5/28(9:14)

第 1回 数学 I，数学A

（3） 太郎さんと花子さんは，次の問題について話している。

問題 cを正の実数とする。xの不等式

c < x < 4c +
1
2

······ 1�

について考える。 1�を満たす整数 xがちょうど二つ存在するよ

うな cの値の範囲を求めよ。

太郎：（2）が利用できそうだね。

花子：計算してみるね ······。あ，cの整数部分が求められたよ。

太郎：それなら，条件を満たす整数 xの値が二つともわかるから，問

題が解けそうだね。

1�を満たす整数 xがちょうど二つ存在するとき，実数 cの整数部分は

カ であるから， 1�を満たす二つの整数 xの値は キ と

キ + 1である。

よって， 1�を満たす整数 xがちょうど二つ存在するような cの値の範

囲は

ク

ケ
< c �

コ

ケ

である。

（数学 I，数学 A 第 1 問は次ページに続く。）

— 1© 3 —

（数学Ⅰ，数学Ａ第１問は次ページに続く。）
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─ ①A4 ─

vmia-main : 2025/5/28(9:14)

〔 2〕 以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて 7ページの三角比の表

を用いてもよい。

以下では，気球 Pは点とみなし，目の高さは無視して考えるものとする。

太郎さんは地点Aから気球Pを見上げ，花

子さんは地点 Bから気球 Pを見上げている。

気球 Pの真下の地点Hは，地点A，Bと同じ

標高であり，∠HAB = 75◦，∠HBA = 45◦で

あった。2地点AとBとの距離を aとすると

き

P

H

A
B

M

AH =

√
サ

シ
a

となる。

（1） 地点 Aから気球 Pを見上げた角度が 30◦であったとき，気球 Pの高さ

PHは

PH =

√
ス

セ
a

である。

（数学 I，数学 A 第 1 問は次ページに続く。）

— 1© 4 —

（数学Ⅰ，数学Ａ第１問は次ページに続く。）sam
ple



─ ①A5 ─

第１回A 数学Ⅰ，数学Ａ

vmia-main : 2025/5/28(9:14)

第 1回 数学 I，数学A

（2） 太郎さんは，気球をもっと近くで見たいと思い，AHの中点Mまで行っ

て気球を見上げた。太郎さんと花子さんは，地点Mから気球 Pを見上げ

た角度について話している。ただし，太郎さんが近づく間，気球は動いて

いないものとする。

太郎：とても良く見えたけど，見上げたとき首が痛くなったよ。いっ

たい見上げた角度は何度だったのか調べようと思ったんだけ

ど，持っていた三角比の表が 45◦までしかなかったんだ。もう

半分の 45◦から 90◦の表をどこかに落としてしまったみたい。

どうしよう。

花子：大丈夫。0◦ から 45◦ までの表があったら，三角比の関係式か

ら 45◦から 90◦までの値もわかるよ。

0◦ < θ < 90◦とするとき，θと 90◦ − θの三角比の関係から

sin(90◦−θ)= ソ ，cos(90◦−θ)= タ ，tan(90◦−θ)= チ

である。

したがって，∠PMHの大きさは ツ 。

ただし，
√

2 = 1.414，
√

3 = 1.732，
√

6 = 2.449として利用してもよい。

ソ ～ チ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

sin θ cos θ tan θ
1

sin θ

1
cos θ

1
tan θ

ツ の解答群

45◦より大きく 48◦以下である

48◦より大きく 51◦以下である

51◦より大きく 54◦以下である

54◦より大きく 57◦以下である

57◦より大きく 60◦以下である

（数学 I，数学 A 第 1 問は 7 ページに続く。）
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（数学Ⅰ，数学Ａ第１問は７ページに続く。）
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─ ①A8 ─

vmia-main : 2025/5/28(9:14)

〔 3〕 �ABCにおいて AB = 7，BC = 8，CA = 5とする。�ABCの外心を P，

内心を Qとするとき，線分 PQの長さを求めよう。

このとき

cos A =
テ

ト

AP =
ナ

√
ニ

ヌ

であり，�ABCの内接円と辺 BCの接点を Dとすると

QD =

√
ネ

CD = ノ

である。したがって

PQ =

√
ハヒ

フ

である。

— 1© 8 —
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─ ①A10 ─

第２問 （配点 20）

vmia-main : 2025/5/28(9:14)

第 3問 （配点 20）

鋭角三角形 ABCにおいて，外接円を Oとし，B，Cにおける Oの接線の交点

を Tとする。

∠BCTに等しい角は ア と イ である。

Tを通り，辺 ABに平行な直線を �とする。

（1） �が Oと異なる 2点で交わる条件は ウ である。

ア ， イ の解答群（解答の順序は問わない。）

∠ABC ∠BCA ∠BAC

∠CBT ∠BTC

ウ の解答群

AC < BC AC = BC AC > BC

（数学 I，数学 A 第 3 問は次ページに続く。）
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（数学Ⅰ，数学Ａ第２問は次ページに続く。）
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─ ①A11 ─

第１回A 数学Ⅰ，数学Ａ

vmia-main : 2025/5/28(9:14)

第 1回 数学 I，数学A

�が円 Oと異なる 2点で交わる場合を考える。

二つの交点のうち，Tに近い方からD，Eとする。また，�と辺 ACとの交点を

F，�と辺 BCとの交点を Gとする。

以下，円 Oの中心を Oとする。

（2） ∠CFTと ∠COTとの大小関係は，∠CFT エ ∠COTであり，∠CGT

と ∠COTとの大小関係は，∠CGT オ ∠COTである。

また，�OBCの外接円を O′とすると，Fは円 O′の カ にあり，Gは

円 O′の キ にあり，Tは円 O′の ク にある。

エ ， オ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

< = >

カ ～ ク の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

内 部 周 上 外 部

（数学 I，数学 A 第 3 問は次ページに続く。）

— 1© 23 —

（数学Ⅰ，数学Ａ第２問は次ページに続く。）
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─ ①A12 ─

vmia-main : 2025/5/28(9:14)

（3） DG · GEに等しいものは ケ である。また，∠OFT = コサ
◦
であ

るから，AF · FCに等しいものは シ である。

ケ ， シ については，最も適当なものを，次のそれぞれの解答群

から一つずつ選べ。

ケ の解答群

DF · FE TD · DF TD · DG

TG · GF TG · GE

シ の解答群

DE 2DE
1
2

DE
1
4

DE

DE2 2DE2 1
2

DE2 1
4

DE2

— 1© 24 —
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― 数 IA①A 3 ―

解　説
第１問

26共通テストパックV_数学IA_第1回解説 v4.0.smd  Page 1 25/05/26 16:07  v4.00

解 説

第 1問

〔 1 〕 (数学Ⅰ 数と式) 【難易度…★】

⑴ 1<<1+aを満たす整数 がちょうど二つ存在する

とき，その  の値は 2 と 3 であるから，1<<1+a

を満たす整数  がちょうど二つ存在するための必要

十分条件は

3<1+a≦4

2<a≦3

である。

1

3
<<

1

3
+b を満たす整数  がちょうど二つ存在する

とき，その  の値は 1 と 2 であるから，
1

3
<<

1

3
+b

を満たす整数  がちょうど二つ存在するための必要

十分条件は

2<
1

3
+b≦3

5

3
<b≦

8

3

である。

⑵ p<<q を満たす整数  がちょうど二つ存在すると

き

n−1≦p<n かつ n+1<q≦n+2

を満たす整数 nが存在するから

n+1−n<q−p≦n+2−n−1

1<q−p≦3

が成り立つ。よって， 〜 のうち，p<<q を満た

す整数  がちょうど二つ存在するための必要条件で

あるのは

1<q−p≦3 ( )

である。

(注) p=−0.1，q=1.1 のとき，p<<q を満たす整数

はちょうど二つ存在し，q−p=1.2であるから， ，

， は p<<q を満たす整数  がちょうど二つ存在

するための必要条件ではない。

また，p=0，q=3 のとき，p<<q を満たす整数 

はちょうど二つ存在し，q−p=3であるから， ， ，

， ， は，p<<q を満たす整数  がちょうど二

つ存在するための必要条件ではない。

⑶ ⑵より

c<<4c+
1

2
……①

を満たす整数 がちょうど二つ存在するためには

1<4c+
1

2 −c≦3

1

6
<c≦

5

6

が必要である。よって，①を満たす整数  がちょう

ど二つ存在するとき，c の整数部分は 0 であるから，

①を満たす二つの整数 の値は 1と 2である。

したがって，①を満たす整数  の値がちょうど二つ

存在するための必要十分条件は

1

6
<c≦

5

6
かつ 2<4c+

1

2
≦3

よって

3

8

<c≦
5

8

である。

〔 2 〕 (数学Ⅰ 図形と計量） 【難易度…★】

B A

H

45° 75°

a

△AHBにおいて

∠AHB=180°−45°+75°=60°

正弦定理を用いると

AH

sin45°
=

a

sin60°

AH=
sin45°

sin60°
a

=
 2

2
⋅

2

 3
a

=
 6

3

a

─数 IA① 4─
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― 数 IA①A 4 ―

26共通テストパックV_数学IA_第1回解説 v4.0.smd  Page 2 25/05/26 16:07  v4.00

⑴ P

A H
30°

△PAHにおいて

tan30°=
PH

AH

PH=AHtan30°

=
 6

3
a⋅

1

 3

=
 2

3

a

⑵ θ と 90°−θ の三角比の関係から

sin 90°−θ=cosθ ( )

cos 90°−θ=sinθ ( )

tan 90°−θ=
1

tanθ
( )

P

M H
α

3
√̅2̶a

6
√̅6̶ a

△PMHにおいて，∠PMH=α とおくと，

MH=
1

2
AH=

 6

6
aより

tan 90°−α=
1

tanα

=
MH

PH

=

 6

6
a

 2

3
a

=
 3

2

=0.866

三角比の表より

tan40°=0.8391，tan41°=0.8693

よって

40°<90°−α<41°

49°<α<50° ( )

〔 3 〕 (数学Ⅰ 図形と計量） 【難易度…★】

B

A

C

F
E

Q

H
P

M D

△ABCに余弦定理を用いると

cosA=
7+5−8

2⋅7⋅5

=
10

2⋅7⋅5

=
1

7

よって

sinA= 1−cosA

= 1−
1

49

=
4 3

7

AP は △ABC の外接円の半径であるから，正弦定理を

用いると

2AP=
8

sinA

AP=
8

2⋅
4 3

7

=
7

 3

=
7 3

3

△ABCの面積を Sとすると

S=
1

2
⋅7⋅5⋅sinA

=
35

2
⋅
4 3

7

=10 3

─数 IA① 5─
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最低賃金と映画館鑑賞率(黒丸)の間には正の相関

関係があり，最低賃金とテレビ等鑑賞率(白丸)の間

にも正の相関関係があるから， は正しくない。

よって，正しくないものは と

⑵ 36個のデータを小さい(大きくない)順に並べると

第 1四分位数は 9番目と 10番目の値の平均値

中央値は 18番目と 19番目の値の平均値

第 3四分位数は 27番目と 28番目の値の平均値

である。

ヒストグラムと箱ひげ図の最大値と最小値を考えるこ

とにより

A社と C社の箱ひげ図は または

B社と D社の箱ひげ図は または

である。

ヒストグラムから

A社の中央値は 2〜4の階級

C社の中央値は 0〜2の階級

にあるから

A社の箱ひげ図は ，C社の箱ひげ図は

である。

⑶ 32個のデータを小さい(大きくない)順に並べると

第 1四分位数は 8番目と 9番目の値の平均値

中央値は 16番目と 17番目の値の平均値

第 3四分位数は 24番目と 25番目の値の平均値

である。

2019 年と 2020 年のデータを，それぞれ X，Y とす

ると，
Y

X
の値の第 3四分位数は，傾きが 0.3と 0.4の

2 直線の間にあり，おおよそ 0.37(37％)と読み取るこ

とができる。( ）

⑷ 興行収入全体のデータを ，興行収入全体に対する

洋画と邦画の興行収入の割合を，それぞれ ，z とす

る。

+z=100 であるから，興行収入全体に対する洋画の

割合と邦画の割合は，縦軸の値が 50％の直線に関し

て対称である。よって，興行収入全体に対する邦画の

興行収入の割合の散布図は である。

また，z=100− であるから， と z の相関係数は，

と の相関係数(0.19)の−1倍であり

−0.19 ( ）

である。

第 3問 (数学A 図形の性質） 【難易度…★★】

B

A
O

T

C

直線 CTは円 Oの接線であるから

∠BCT=∠BAC

直線 BTは円 Oの接線であるから

∠CBT=∠BAC

したがって，∠BCTに等しい角は

∠BACと∠CBT ( ， )

⑴ AC<BCのとき AC=BCのとき

B

A
O

T

C

U

V

�

B

A
O

T

C

U

�

V

AC>BCのとき

B

A
O

T

C

U

V

�

T を通り，辺 BC に平行な直線を引き，上図のように

2点 U，V をとる。このとき

∠BAC=∠BCT=∠CTU

である。

AC<BCのとき，∠BAC>∠ABCであるから，

∠CTU>∠VTU である。よって，ℓ は O と共有点を

もたない。

AC=BCのとき，∠BAC=∠ABCであるから，

─数 IA① 8─
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QDは△ABCの内接円の半径であるから

S=
1

2
QDAB+BC+CAより

1

2
7+8+5⋅QD=10 3

QD= 3

△ABC の内接円と辺 CA，AB の接点をそれぞれ E，F

とする。

AE=AF，BD=BF，CD=CE

であるから，CD=，AE=，BD=zとおくと


+=5 ……①

+z=7 ……②

z+=8 ……③

①+②+③より

2 ++z=20

++z=10 ……④

④−②より

=3

辺 BC の中点を M とすると，P は △ABC の外心であ

るから，△BMP において，BP=AP=
7 3

3
，BM=4，

∠BMP=90°である。

したがって，三平方の定理より

PM=
  7 33 



−4=
 3

3

QD>PM であるから，P から線分 QD に垂線 PH を引

くと，HD=PMより

QH=QD−HD

= 3−
 3

3

=
2 3

3

PH=MD=CM−CD=4−3=1 より，△QPH に三平方

の定理を用いて

PQ=

1+ 2 33 



=
 21

3

第 2問

〔 1 〕 (数学Ⅰ 2次関数) 【難易度…★★】

OA=4，OB=5，AB=3であるから，△OABは

∠OAB=90°の直角三角形である。

sin∠AOB=
AB

OB
=

3

5

cos∠AOB=
OA

OB
=

4

5

PがAに到達するのは t=4のときである。

・0<t<4のとき OP=t

B

AO

Q

P

△OPQにおいて

PQ=OPsin∠AOB=
3

5
t ( )

OQ=OPcos∠AOB=
4

5
t

であるから，直角三角形 OPQの面積は

△OPQ=
1

2
⋅OQ⋅PQ

=
1

2
⋅
4

5
t⋅

3

5
t

=
6

25
t 

さらに，OP：PA=t： 4−tであるから

△APQ=
4−t

t
△OPQ

=
4−t

t
⋅
6

25
t 

=
6

25
t 4−t

よって

f t=−
6

25
t −4t ( )
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